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第７節 スポーツ・レクリエーション施設 
 

＜スポーツ・レクリエーション施設の延床面積の削減目標＞ 

 

 

 

 

 スポーツ施設 

（１）施設概要 

 スポーツ施設としては、体育館の他、屋外及び半屋外施設である野球場、弓道場、庭球場、

を設置しています。 

 スポーツのさらなる振興を図るため、江川総合運動場に平成31(2019)年度供用開始に向けて、

陸上競技場の整備を行う予定となっています。また、野球場及びサッカー場についても引き

続き整備を進めていきます。 

 体育館としては、市内のスポーツ中心拠点である「市民体育館」と公民館の附属施設である

「清見台公民館附属体育館」を設置しています。 

 野球場としては、「市営野球場」と「江川総合運動場（野球場）」を設置しています。 

 庭球場としては、「庭球場（貝渕庭球場）」と「江川総合運動場（庭球場）」を設置してい

ます。 

 その他の各種競技専用の施設として、「市営弓道場」や市民体育館内に「柔道場、剣道場」

を設置しています。 

 上記の他、小中学校体育館は、平日夜間及び土日祝に、地域のスポーツ場として、利用団体

登録を行っている方々に一般開放しています。 

 清見台公民館附属体育館を除いたスポーツ施設については、指定管理者による運営を行って

います。 
※新規に整備する江川総合運動場内の陸上競技場、野球場及びサッカー場は除く 

  

分類
現在の面積
（㎡）

今後の面積
（㎡）

増減面積
（㎡）

増減率
（％）

スポーツ施設 6,420.3 4,766.2 ▲ 1,654.1 ▲ 25.8

レクリエーション施設 179.3 0.0 ▲ 179.3 ▲ 100.0

合計 6,599.6 4,766.2 ▲ 1,833.4 ▲ 27.8

利用需要等を踏まえたレクリエーション施設の将来的な廃止により、27.8％の削減を目指します。 
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図表２-６５ スポーツ施設の一覧 

 
※表中の「施設分」は、本項の用途分類で使用する専有面積分のみを掲載しています。 

図表２-６６ 施設の配置状況 

 

  

施設分

73-3
清見台公民館
附属体育館

清見台南5-1-29 避難所 2,151.4 1,402.7 1983 33 Ｓ造 不要

86 市営野球場 清見台1-6-7 指定なし 347.2 ― 1968 48 ＲＣ造 診断予定 １面

87 市営弓道場 吾妻1-4-1 指定なし 251.4 ― 1977 39 Ｓ造 診断予定 マト場３面

88 市民体育館 貝渕2-13-40 避難所 4,246.3 ― 1972 44 ＲＣ造 実施済 柔剣道場含む

89 庭球場 貝渕2-562-96 指定なし 29.8 ― 1973 43 ＣＢ造 不要 ２面

90-1
江川総合運動
場（事務所等）

江川959-1 一時避難所 142.9 ― 1980 36 Ｓ造 診断予定

90-2
江川総合運動
場（既存：野球
場）

江川959-1 一時避難所 ― ― 1980 36 ― ―
１面
※建物なし

90-3
江川総合運動
場（既存：庭球
場）

江川959-1 一時避難所 ― ― 1980 36 ― ―
４面
※建物なし

90-4
江川総合運動
場（新設：陸上
競技場）

江川地内 一時避難所 ― ― 2019 ― ― ―

90-5
江川総合運動
場（新設：野球
場）

江川地内 一時避難所 ― ―
2019
以降

― ― ―

90-6
江川総合運動
場（新設：サッ
カー場）

江川地内 一時避難所 ― ―
2019
以降

― ― ―

築年数

（年）
構造 耐震改修 備考

竣工

年度

施設

No.
施設名

避難場所

指定

延床面積（㎡）
所在
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（２）現状及び課題 

 屋外及び半屋外施設である市営野球場、市営弓道場、庭球場、江川総合運動場内（野球場、

庭球場）については使用が天候に左右されることなどから施設稼働率が50％以下となってい

ます。 

 施設予約は、直接会場で受け付けている状況にあることから、今後は利便性を向上させるた

め、インターネットにより自宅等から予約できるようにするなどの検討が必要になっていま

す。 

 清見台公民館附属体育館および市営球場は、自家用車でアクセスする利用者が多い中、駐車

場の不足が課題となっています。 

図表２-６７ 施設稼働率の比較 

 
 

（３）今後の方向性 

 各施設の今後の方向性及び再配置に向けた実行プランを、図表２-６８のとおり設定します。 

 市民体育館は、各種の大会が開催され、観戦も含め、本市以外の多くの方が利用する施設で

あることから、近隣各市で開催するスポーツのすみわけなど、近隣市との共同建設を含め、

今後、調査研究をしていきます。 

 スポーツ施設は、今後、指定管理料や光熱水費（土地・建物代、施設改修に係る経費を除く）

などの経費を考慮し、使用料を見直します。 

 小中学校体育館及び校庭の一般開放（学校運営以外の開放）は現在、無料となっていますが、

施設を使用するために要する光熱水費（土地・建物代、施設改修に係る経費を除く）などを

利用者負担とすることとし、使用料を見直します。 

 清見台公民館附属体育館は、当面は運営を続けますが、長期的には、小中学校の体育館を一

般解放することで代替が可能であることから、老朽化による建替えの際には廃止・解体しま

す。 
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 市営弓道場は、当面は運営を続けますが、長期的な建替えの際は、関係団体と協議し、建物

の管理費や光熱水費の他、建物に係る減価償却費用を含めた使用料に見直します。 

図表２-６８ 再配置実行プラン 

 
※受益者が限られている市営弓道場はかかる経費を利用者負担とするため、面積計算上は▲251.4㎡としています。 

  

基本方針
面積増減

（㎡）
基本方針

面積増減
（㎡）

基本方針
面積増減

（㎡）

73-3
清見台公民館附属
体育館

1,402.7 ■改修 ■廃止 ▲ 1,402.7

86 市営野球場 347.2 ■改修

■建替え（利用状

況や必要性を考慮

した上で必要に応

じて）

87 市営弓道場 251.4 ■改修 ■建替え ▲ 251.4

88 市民体育館 4,246.3
■改修、広域での

再整備の可能性を

調査研究

■建替え

89 庭球場 29.8 ■建替え

90-1
江川総合運動場（事
務所等）

142.9

90-2
江川総合運動場（既
存：野球場）

―

90-3
江川総合運動場（既
存：庭球場）

―

90-4
江川総合運動場（新
設：陸上競技場）

― ■新設 未定

90-5
江川総合運動場（新
設：野球場）

― ■新設 未定

90-6
江川総合運動場（新
設：サッカー場）

― ■新設 未定

6,420.3 短期（10年） 0.0 中期（20年） 0.0 長期（30年） ▲ 1,654.1

短期（2017～2026） 中期（2027～2036） 長期（2037～2046）

計

施設
No.

施設名
施設面積

（㎡）
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 レクリエーション施設 

（１）施設概要 

 レクリエーション施設としては、「鳥居崎海浜公園内水泳プール」（屋外プール）を、毎年

７月中旬～８月末までの期間において、指定管理者により管理運営を行っています。 

図表２-６９ レクリエーション施設の一覧 

 
※表中の「施設分」は、本項の用途分類で使用する専有面積分のみを掲載しています。 

 

（２）現状及び課題 

 鳥居崎海浜公園内水泳プールは、築後30年以上を経過しており、今後は老朽化対策等が必要

な状況にあります。 

 施設利用者数は、平成26(2014)年度時点で年間6,364人であり、平成24(2012)年度に比べて約

10％増となっています。特に、小学生やその引率者等を中心として利用者数が増加傾向にあ

りますが、一般利用は減少がみられます。 

 屋外施設であるため、天候の影響を受けやすく、利用できる期間は１年に約２か月程度と短

い期間となっており、有効利用の観点から課題となっています。 

 施設の維持管理・運営にかかるコストは、平成26(2014)年度時点で利用者１人あたり約938円

／年となっています。 

 プール機能としては、健康増進センターや学校プールなどの同種類似の公共施設がある他、

市内には民間が提供する屋内型プールも立地しています。 

図表２-７０ プール利用人数の推移 

 

  

施設分

91
鳥居崎海浜公
園内水泳プール

富士見3-5 指定なし 179.3 ― 1982 34 Ｓ造 不要

竣工

年度

施設

No.
施設名

避難場所

指定

延床面積（㎡）
所在

築年数

（年）
構造 耐震改修 備考

1,594 1,812 1,362

367 413
496

2,506
2,739

2,767

1,313

1,733
1,739

5,780

6,697
6,364

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2012年度 2013年度 2014年度

プール利用人数（一般） プール利用人数

（65歳以上、引率者、中学生）

プール利用人数（小学生） プール利用人数

（未就学児、障害者手帳をお持ちの方）

（人）
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（３）今後の方向性 

 各施設の今後の方向性及び再配置に向けた実行プランを、図表２-７１のとおり設定します。 

 「木更津ウォーターフロント地区マスタープラン」を踏まえ、短期で廃止・解体します。ま

た、プール機能は小中学校のプールなどを地域解放することで対応します。 

※「木更津ウォーターフロント地区マスタープラン」は、基本構想に掲げた「みなとまち木更津再生プロジェクト」の実現を目

指し、臨海部の公園や富士見通り等を含む木更津港内港周辺地区の魅力向上を目的に作成した将来ビジョンのことです。 

 今後、指定管理料や光熱水費（土地・建物代、施設改修に係る経費を除く）などの経費を考

慮し、使用料を見直します。 

図表２-７１ 再配置実行プラン 

 

  

基本方針
面積増減

（㎡）
基本方針

面積増減
（㎡）

基本方針
面積増減

（㎡）

91
鳥居崎海浜公園内
水泳プール

179.3 ■廃止 ▲ 179.3

179.3 短期（10年） ▲ 179.3 中期（20年） 0.0 長期（30年） 0.0

短期（2017～2026） 中期（2027～2036） 長期（2037～2046）

計

施設
No.

施設名
施設面積

（㎡）


